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未来のために～みんながやさしさでつながるまち～習志野 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ならともが実施したアンケート結果で、障がいのある人から「アパートを借りる時に苦労する」との

声がありました。また、不動産屋さんもお部屋を貸すことに心配や不安があることが分かりました。 

障がいのある人へお部屋を貸す際に 

不動産屋さんや大家さんに対する支援 

や制度などがあります！ 

 

社会資源開発・改善部会で    

パンフレットを作成しました。  

このチラシの詳細は左の QR

コードをご覧ください。 

 



［発行所：習志野市障がい者地域共生協議会 発行人：松尾公平］ 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 「忘れ物に一工夫！」           

息子が高校生になって公共の交通機関を使って通うよう

になり持ち物(Suica や時計、携帯など)が多くなりました。

すると、毎日のように何かを必ず忘れて困るようになりまし

た。何度言っても忘れるし、毎朝言うのも言われるのもイヤ

になりました。 そこで、ホワイトボードに持ち物を書いてお

いて、出かける前に本人がチェックしてマグネットを置くこ

とにしました。 すると、滅多に忘れ物をしなくなり、私にもい

ちいち言われないので朝気分良く出かけるようになりまし

た。 もっと小さい頃から絵や写真などで取り入れて、親子

で楽しく習慣づければよかったかな〜とも思いました。 

 

 

 

バス停はどこ？ 

平成２８年に「バス停の近くに一般車が止まっていて、安全な乗降ができない」と子どもや保護者が困っていました。そこで

バス停の存在を分かってもらうために、黄色い帽子を被って声掛けのボランティアが始まりました。交通安全推進隊は、千葉

県交通安全条例に基づいて、平成１４年から始まった制度です。ボランティアとして登録し、黄色い帽子と名札を着用して、 

活動をします。 

 

特別支援学校スクールバスのバス停の見守りボランティアです。 

４校（習志野、八千

代、船橋、船橋夏見

特別支援学校）の

バスが朝夕市内の

あちこちを走ってい

ます。バス停は毎年

変更されます。 

💛 こんなことがありました 💛 

バス停付近に時間調整の一時停車のトラックがあることが、送迎をする親達の悩みの

種でした。そこで交通安全推進隊のボランティアがドライバーさんに声を掛けてくれて悩

み解決。それだけでなく、近隣小学校に通学する子どもたちに「行ってらっしゃい」と声を

掛け、子どもたちも「おはようございます」と挨拶をしてくれるようになりました。素敵な朝

が地域に花咲きました。 

 

 
わたしたちは、『きらっといっぽの会』（※♪）です。 
市のホームページに子育てエピソードを連載しています。子育て
は障がいのある子もない子もいっしょです。ぜひご覧ください！ 

インスタグラム 

(※♪)『きらっといっぽの会』 は

市民活動団体です。 
ホームページ、インスタグラムは
左記QRコードよりご覧ください。 

ホームページ 

他のエピソードも公開中！

このQRコードから習志野市

のホームページをご覧くだ

さい。 

【お問い合わせ】習志野市障がい者地域共生協議会（通称「ならとも」） 

 障がい当事者の家族、福祉事業所、行政機関の職員等が集まり、障がい者の地域生活を支えるための活動や検討会を行っています。 

 事務局：習志野市 障がい福祉課 習志野市鷺沼2丁目1番1号 

 電話 047（453）9206 FAX 047（453）9309 
ならとも 習志野 検索 


